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旅の図書館
観光分野におけるビジネス支援と

地域活性化

第９回情報ナビゲーター交流会
2020.11.02

公益財団法人日本交通公社 「旅の図書館」副館長 大隅 一志

１．「旅の図書館」とは
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創設

財団法人日本交通公社と改称

営業部門を分離、（株）日本交通公社（現（株)JTB）を設立
(財)日本交通公社は旅行・観光分野のシンクタンクに特化

公益財団法人に認定

文部科学省より科学研究費補助金取扱規程に規定する
学術研究機関の指定を受ける

当時の名称は「ジャパン・ツーリスト・ビューロー」、
外国人観光客誘致が目的の任意団体として設立

公益財団法人日本交通公社

• 1978年 「観光文化資料館」として開設：テーマのある旅を応援する図書館
• 1999年 旅の図書館に改称
• 2016年 港区南青山に移転・リニューアルオープン

• 2017年 UNWTO（国連世界観光機関）寄託図書館に認定

●コンセプト：観光の研究や実務に役立つ図書館
●研究員が自ら運営

1978 2016

旅の図書館

東京駅八重洲口 港区南青山

3

4



3

ライブラリープラザ
(1F)

ライブラリーのフロア構成

メインライブラリー
(B1F)

２．図書館の利用者
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図書館利用者の内訳（2019年度）

研究者・
実務者

学生 無職 その他 未回答

31.2 20.3 11.1 32.2 5.1

51.6

職業別
（％）

図書館利用者の内訳（2019年度）

【研究者・実務者の内訳】
①教員 ②マスコミ・広告・出版
③調査機関・シンクタンク ④旅行業
⑤省庁・自治体 ⑥交通事業者
⑦観光関連その他 ⑧宿泊業
⑨観光関連団体
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３．ビジネス支援に
関わる資料・サービス

■観光分野の専門性に対応した独自分類

•２つの独自分類の導入
•蔵書数：約6万冊

T分類（観光研究資料）

T0 観光原論・概論

T1 観光者・観光活動（Ⅰ）

T2 観光者・観光活動（Ⅱ）

T3 観光地・観光資源（Ⅰ）

T4 観光地・観光資源（Ⅱ）

T5 観光産業

T6 観光計画・開発

T7 観光政策

T8 観光経営・経済

T9 観光と社会・文化・環境

F分類（特徴的ｺﾚｸｼｮﾝ）

F0 JTBF関係資料

F1 JTB関係資料

F2 統計・白書

F3 ガイドブック・パンフレット

F4 映像・デジタル資料

F5 時刻表・機内誌

F6 古書・貴重資料

F7 観光産業関連社史

F8 UNWTO資料

F9 非公開資料

NDC分類（基礎文献）

0 総記

1 哲学

2 歴史

3 社会科学

4 自然科学

5 技術・工学

6 産業

7 芸術・美術

8 言語

9 文学

T＝Tourism F＝Foundation
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移転後

観光の現場に活かす調査研究・成果の発信

当財団機関誌『観光文化』

研究成果の紹介
（館内ギャラリー）

移転後

観光の実務に役立つ当財団出版物・刊行物
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移転後

観光の実務や観光地づくりに役立つ資料

国内外の観光統計

国内外の地域研究資料
調査報告書

機内誌ガイドブック・旅行雑誌 時刻表

特徴的なコレクション

観光関連産業社史
デジタルコレクション
『ツーリスト』『旅』古書・稀覯書
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■相談窓口＆レファレンスサービス

⚫ 当財団及び図書館への相談窓口の一元化

• 研究員への実務相談、取材、寄稿、講演依頼、
データ掲載許諾 等

• 約200件（2019年度）

• うち図書館への情報問合せ・レファレンス：約50
件
＊高度なレファレンスには研究員と連携して対応

https://reg18.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=mjsf-
qgpap-e633c4e68d8b9abae265c0ede1a9dfad

■様々な研究交流

• 交流を通して研究の芽、実務のヒントを提供

セミナー・シンポジウム、
研究会

たびとしょCafe

15

16



9

■外部との連携

出前講座
図書館の企画展示

への協力

愛知県図書館（2019年度）

■図書館も自ら
研究活動・地域との
連携

• 「古書」や「観光と図書
館」をテーマとした研
究

狙いは図書館を活か
した観光地の振興・
地域の活性化
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ご清聴ありがとうございました。
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